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　いつもより春の訪れも早く感じられ、心地よい季節を迎
えた新年度、いわいずみ放課後児童クラブに 10名、おも
と放課後児童クラブに６名の１年生が入所しました。
　これから仲間と一緒に過ごし、共に成長していく姿を見
守りたいですね。

令和 4年度事業計画・予算 …………… 2～5
町の福祉のコーナー…………………… 6～7
お知らせ…………………………………… 8

主な内容
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（
７
）
介
護
者
の
つ
ど
い

（
８
）
敬
老
記
念
品
贈
呈
事
業

（
９
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

（
10
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
事
業

（
11
）
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
補

助
金
助
成
（
町
補
助
事
業
）

（
12
）
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

　
　

地
域
の
情
報
や
生
活
課
題
を
発
見
・
共
有

し
、
そ
の
解
決
と
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
福
祉
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
13
）
住
民
会
費

（
14
）
見
舞
金
等
給
付
事
業
の
実
施

　

① 

火
災
見
舞
金
交
付（
共
同
募
金
会
給
付
と
同

額
）

　

②
歳
末
義
援
金
の
給
付（
共
同
募
金
会
配
分
金
）

　
　

ア　

生
活
困
難
世
帯
へ
義
援
金
を
贈
り
ま
す
。

　
　

イ　

 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
世
帯
へ
お
祝
い
金

を
贈
り
ま
す
。

【
地
域
福
祉
事
業
部
門
】

 

１　

地
域
福
祉
推
進
事
業 

（
１
）「
第
４
次
岩
泉
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の

策
定
（
計
画
期
間
：
令
和
５
年
度
〜
９
年
度
）

　
　

令
和
４
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
「
第
３
次

岩
泉
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」（
平
成
30
年
度
〜

令
和
４
年
度
）
の
新
た
な
期
間
「
第
４
次
（
５

か
年
）」
の
計
画
を
町
民
と
関
係
機
関
・
団
体

の
協
力
を
得
て
策
定
し
ま
す
。

（
２
）
第
33
回
岩
泉
町
社
会
福
祉
大
会

　
　

町
内
の
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
町
民

の
福
祉
向
上
の
更
な
る
努
力
を
誓
い
合
う
と
共

に
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
開
催
し
ま
す
。

（
３
）
第
２
回
町
民
福
祉
ま
つ
り

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
住
民
参
加
・
主
体

の
促
進
を
図
り
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
※
２

の
理
念
に
基
づ
き
、
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
開
催
し
ま
す
。

（
４
）
第
20
回
岩
泉
町
金
婚
祝
事
業
：
岩
泉
町
合

同
金
婚
式
実
行
委
員
会（
町
・
町
社
協
・
町
老
連
）

（
５
）
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

（
６
）
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
の
実
施

　
　

復
興
よ
り
そ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
：
台
風
10
号

被
災
地
区
で
行
い
ま
す
。

普段の暮らしのなかにある「ふくし」につい
て学ぶ（キャップハンディスクール出前講座　
岩泉小学校）

令和４年度　岩泉町社会福祉協議会事業計画

基本理念「お互いに支え合うやさしいまちづくりの実現にむけて」

　地域で生涯を通じて暮らしていける「やさしいまちづくり」の実現のためには、地域の
心配ごとを全体の問題として、共に支え合い解決していく力が必要となります。
　本会は、人と人とがつながることで、地域力を高め福祉が地域を変えていけるよう努め、
住民一人ひとりの力を集約し、「地域共生社会」の実現を目指します。
　公共性、公益性の高い団体として、重要な福祉サービス等を提供できるようBCP※ 1「事
業継続計画」の策定を進めます。　

※ 1　 BCPとは、感染症や自然災害が発生した場合であっても被害を最小限にとどめ、安定的、継続的に
本会事業を提供するための体制整備計画のことです

※ 2　 ノーマライゼーションとは、障害のあ
る人が障害のない人と同等に生活し、
共にいきいきと活動できる社会を目指
す考え方です。
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２　

福
祉
相
談
事
業 

　
　

町
民
の
日
常
的
な
困
り
ご
と
を
早
期
に
解
決

し
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
各
種
相
談

窓
口
を
設
置
し
対
応
し
ま
す
。

（
１
）
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　

① 

開
設
日
：
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

　

② 

相
談
所
：
心
配
ご
と
相
談
員
ケ
ー
ス
研
究
会

等
を
開
催
し
ま
す
。

（
２
）
総
合
相
談
会
の
開
設
（
弁
護
士
、
社
会
福

祉
士
）
町
民
会
館　

開
設
日
：
年
２
回

（
３
）
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
事
業
協
力
）

（
４
）
障
が
い
者
不
利
益
取
扱
い
相
談
窓
口
設
置

運
営
事
業

 

３　

広
報
啓
発
活
動 

（
１
）
広
報
誌
発
行
：
全
戸
配
付

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

（
３
）
ぴ
ー
ち
ゃ
ん
ね
っ
と
の
活
用

（
４
）
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
へ
の
参
加 

 

４　

福
祉
の
人
材
育
成
、
養
成
関
連
事
業 

（
１
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
２
）
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。

（
３
）
赤
い
羽
根
共
同
募
金
出
前
講
座
を
行
い
ま

す
。

（
４
）
社
協
貸
付
制
度
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

（
５
）
福
祉
教
育
用
具
、
福
祉
教
育
教
材
の
物
品

の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

 

５　

民
間
福
祉
活
動
支
援 

　
　

福
祉
団
体
等
の
会
議
や
各
種
活
動
へ
の
職
員

派
遣
等
、
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

６　

福
祉
バ
ス
貸
出
事
業 

　
　

社
会
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
祉
団
体

等
の
申
請
を
受
け
付
け
、
町
に
進
達
申
請
を
行

い
福
祉
バ
ス
の
貸
し
出
し
の
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

 

７　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援 

　
　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
資
金
貸
付
、
手
続
き
代
行
、
情
報
提

供
等
の
業
務
を
通
じ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
及
び
生
活
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

（
１
）
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

（
２
）生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業（
町
委
託（
一
部
）

事
業
）

　
　

在
宅
の
高
齢
者
等
が
、
住
み
な
れ
た
自
宅
で

生
き
が
い
を
も
ち
、
安
心
し
て
健
康
に
生
活
で

き
る
よ
う
本
会
の
介
護
保
険
事
業
と
併
用
し

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
町
委
託
（
一
部
）
事
業
）

　

② 

外
出
支
援（
福
祉
有
償
運
送
）サ
ー
ビ
ス（
町

委
託
（
一
部
）
事
業
）

　

③ 

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ど
ん
ぐ
り
苑
）

居
住
部
門
事
業
（
指
定
管
理
事
業
）

（
３
）
日
常
用
具
貸
出
事
業

　
　

生
活
に
お
け
る
福
祉
の
一
時
的
な
向
上
を
目

的
に
、
車
い
す
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

（
４
）
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

　
　

生
活
困
窮
世
帯
等
の
経
済
的
自
立
と
安
定
し

た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
民
生
委
員
児
童
委

員
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。

　

① 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
（
県
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
て
実
施
）

　

②
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業
（
本
会
独
自
）

（
５
）
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
（
県
か
ら
キ
ャ

リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社
へ
業
務
委
託
）

　
　

宮
古
圏
域
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の

業
務
協
力
を
継
続
し
ま
す
。

 

８　

共
同
募
金
事
業 

　
　

共
同
募
金
会
と
連
携
し
運
動
を
展
開
し
、
目

標
達
成
と
地
域
へ
の
配
分
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
一
般
募
金
（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
） 

（
２
）
歳
末
募
金
（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
）

 

９　

学
童
保
育
事
業 

（
１
）放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営（
町
委
託
事
業
）

　
　

保
護
者
等
が
仕
事
な
ど
で
放
課
後
や
長
期
休

み
中
に
家
庭
で
の
保
育
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ

た
小
学
校
に
在
学
す
る
お
お
む
ね
１
学
年
か
ら

３
学
年
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
、
安
全
な
遊
び
や
安
心
し
て
過
ご
せ

る
生
活
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

① 

い
わ
い
ず
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
：
定
員
50

人

　

② 

お
も
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
：
定
員
20
人
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【
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門
】

　

介
護
理
念
『
や
さ
し
さ
、
あ
ふ
れ
る
、
あ
っ
た

か
介
護
』

　

新
た
な
時
代
は
少
子
化
と
高
齢
化
と
と
も
に
、

人
口
減
少
時
代
へ
入
っ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
歩

ん
で
き
た
高
齢
者
等
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
利
用
者

に
笑
顔
を
届
け
安
心
と
や
さ
し
さ
、
あ
ふ
れ
る
、

あ
っ
た
か
介
護
を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）
訪
問
介
護
事
業
所　

　

①
介
護
保
険
事
業

　

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
２
）
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所　

　

①
介
護
保
険
事
業　

　

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
３
）
岩
泉
通
所
介
護
事
業
所
：
定
員
30
人　

　

①
介
護
保
険
事
業　

　

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
４
）
小
川
通
所
介
護
事
業
所
：
定
員
20
人　

　

①
介
護
保
険
事
業

　

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
５
）
大
川
通
所
介
護
事
業
所
（
地
域
密
着
型
）：

定
員
15
人

　

①
介
護
保
険
事
業　

　

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業 

（
６
）
居
宅
介
護
支
援
事
業
所　

　

①
介
護
保
険
事
業
：
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

【
障
が
い
事
業
部
門
】

　

障
が
い
者
支
援
理
念
『
お
互
い
に
思
い
や
り
、　

そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
支
援
の
輪
』

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
考
え
、
可
能
性
を
伸
ば

す
支
援
を
す
る
た
め
に
、
利
用
者
に
常
に
思
い
や

り
を
も
ち
、
信
頼
関
係
を
築
け
る
よ
う
努
め
、
地

域
に
根
ざ
し
、
社
会
と
の
懸
け
橋
に
な
る
施
設
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

 

障
が
い
者
総
合
支
援
事
業 

（
１
）
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
岩
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
い
ず
み
の
里
」（
多

機
能
型
）

　

①
生
活
介
護
事
業
：
定
員
10
人

　

②
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
：
定
員
25
人

〇
農
福
連
携
わ
さ
び
作
業
を
３
科
（
リ
サ
イ
ク
ル

科
、
ク
ラ
フ
ト
科
、
プ
リ
ン
ト
科
）
共
通
作
業

と
し
て
捉
え
ま
す
。

〇
「
里
っ
こ
ま
つ
り
」
を
社
会
福
祉
大
会
と
併
せ

開
催
し
ま
す
。

（
２
）
共
同
生
活
援
助
事
業　

障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
さ
く
ら
ほ
う
む
」（
町
指
定
管
理

事
業
）

　

①
さ
く
ら
ほ
う
む
（
男
性
）：
定
員
５
人

　

②
め
い
ぷ
る
ほ
う
む
（
女
性
）：
定
員
５
人

（
３
）
居
宅
介
護
事
業
所
（
居
宅
介
護
・
重
度
訪

問
介
護
）

【
法
人
運
営
部
門
】

 

法
人
運
営
事
業 

（
１
）
運
営
管
理

　
　

適
切
な
法
人
運
営
と
効
率
的
な
事
業
経
営
を

行
う
た
め
、
財
務
及
び
人
事
管
理
を
は
じ
め
、

組
織
全
体
に
か
か
わ
る
企
画
・
調
整
等
を
行
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
・

協
働
を
深
め
る
中
核
と
し
て
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
社

協
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

さ
ら
に
将
来
を
見
据
え
た
目
標
を
定
め
、
具

体
的
な
戦
略
を
も
っ
て
経
営
に
取
り
組
む
た
め

に
社
協
の
強
化
・
発
展
方
針
で
あ
る
「
中
期
経

営
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

（
２
）
役
職
員
等
研
修

　
　

多
様
な
福
祉
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
役
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
に
各
種

研
修
会
や
講
習
会
へ
の
参
加
を
進
め
、
資
格
取

得
も
推
奨
し
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
取

り
組
み
ま
す
。

より良いサービスの提供を目指し
ます（定例運営会議の様子）
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令和４年度 岩泉町社会福祉協議会 予算の使いみち

支出
294,467 千円

介護保険
事業
47.9％

障がい
福祉事業
23.5％

地域福祉
事業
3.0％

法人運営事業
10.7％

受託事業
12.0％

施設管理事業
2.9％

収入
294,467 千円

介護保険
事業
47.8％

障がい福祉
サービス事業
25.4％

受託金
13.6％

補助金
9％

その他
3.2％

会費
1％

　令和 4年 2月 4日（金）中居健一町長と植
村敏幸社協会長は、災害ボランティアセン
ターの設置及び運営等に関する協定を締結し
ました。
　この協定は、大規模災害が発生した際、ボ
ランティア活動を円滑に行い両者が協力して
被災者の早期の復旧、生活支援を行うための
役割分担や協力体制等を定めることを目的に
締結しました。
　近年全国で発生している災害等の有事に備
え、さらに東日本大震災や台風 10 号豪雨災
害から得た、ボランティア活動の経験を活か
し、これからも地域住民のニーズに寄り添っ
て行きます。

町の福祉

コロナウイルス感染症の影響を受け
生活資金でお悩みの方へ

岩泉町と災害ボランティアセンターに
関する協定を締結

　新型コロナウイルス感染症の影響による休
業等で収入が減少し、生活の立て直しのため
に必要な生活資金にお困りの方を対象とした
生活福祉資金貸付制度があります。
　この特例貸付の具体的なご相談は下記まで
お問合せください

1　受付期間　令和 4年 8月末まで
2　貸付内容
（1）コロナ特例緊急小口資金
　 　新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、収入の減少があり緊急かつ一時的な生
計維持のため、貸付金を必要とする世帯
　【貸付上限額】20 万円（単身者 15 万円）
（2）コロナ特例総合支援資金
　 　新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、失業等により生活に困窮し、日常生活
の維持が困難となっている世帯
　 【貸付上限額】月 20 万円（単身者 15 万円）
を最大 3か月間まで

【問合せ先】　地域福祉課　TEL　22-3400
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町の福祉
　岩泉町社会福祉協議会では、「お互いに支え合うやさしいまちづくり」の実現にむけて各種
地域福祉事業を実施しています。
　社協会費は町民の皆さんの身の回りで困っていることを解決する地域福祉活動を支える大切
な財源として活用しています。
　地域福祉の向上を図るため、事業活動に賛同いただき社協会費にご協力いただきますようお
願いします。
1　会　　費　〇一般会員 1,000 円　〇団体会員等 3,000 円　〇特別会員 10,000 円
2　依頼時期 　7 月から各地区の行政連絡員の方を通じて町民の皆さんへ社協会費のご協力を

お願いする予定です。
　令和 3年度は 3,218 世帯から 3,218,000 円のご協力をいただきました。
　皆さんのご協力ありがとうございました。

　現在、町内に 21 クラブある老人クラブでは、新たな仲間を募集しています。
　多くのクラブは、新型コロナウイルス感染症の拡大により約2年間、主な活動が中止になり、
仲間と集まることもままならない状況で大きな影響を受けました。
　今年度こそは「新しい生活様式」のなかで、クラブ会員の皆さんの知恵と協力で活動の再開
を進めていきましょう。
　コロナ禍で心配される運動不足を解消するための健康づく
りや、同世代同士の交流や集いの場を広げる友愛活動を一緒
に始めてみませんか。
　おおむね 60 歳以上の方であればどなたでも入会できます。
新たなクラブの立ち上げも一緒にお手伝いします。
【問合せ先】　
町老人クラブ連合会事務局　TEL　22-3400

　ふれあい・いきいきサロンとは地域の誰もが楽しく気軽に立ち寄れる仲間づくりと出会いの
場です。現在、町内では7か所で活動が行われています。百歳体操や輪投げ、小物作り、お茶っ
こタイムなど、それぞれのサロンごとに工夫を凝らして活動をしています。ぜひお気軽にお立
ち寄りください。
○岩泉地区 あづまりっこ うれいら通り商店街　三船（元いけばな教室）様店舗
  毎週木・金曜日 9：30 ～ 12：00
○小川地区 まるきや 旧南澤酒店向　　毎週火曜日 10：00 ～ 12：00
 国見かだっての会 旧国見保育所 毎月第 2・4木曜日 10：00 ～ 11：30
 和っこの会 名目入公民館内　毎月第 2・4火曜日 10：00 ～ 11：30
○大川地区 ゆきひら サンパワーおおかわ　毎週水曜日 9：00 ～ 12：00
○小本地区 中野浜っ子の会 中野交流館毎週木曜日 10：00 ～ 12：00
 大牛内サロン 清水野公民館及び御殿崎パークゴルフ場
  毎月第 1・3月曜日 10：00 ～ 12：00（清水野公民館）
  毎週日曜日 9：00 ～ 12：00（御殿崎パークゴルフ場）
【問合せ先】　地域福祉課　TEL　22-3400

令和４年度社協会費ご協力のお願いについて

町老人クラブ新規会員を募集

ふれあい・いきいきサロンで仲間づくり

みんなで集まり結束を深めた岩手県
いきいきシニアスポーツ大会
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いわいずみ社協からのお知らせ

information
町の福祉

マークの見方

情報 助成・支援 イベント

福祉 ボランティア その他

いわいずみ

第 2回町民福祉まつりを開催します第 2回町民福祉まつりを開催します
　町民の皆さんが気軽に心地よくふれ合える場
を創出し、福祉への理解を深めることを目的に
3年ぶりに開催します。
　感染対策を講じたうえで、安心して参加でき
るよう企画を立案中です。

期　日　7月 9日（土）
場　所　うれいら通り商店街
【問合せ先】　地域福祉課　TEL　22-3400
※ コロナ感染症の感染拡大状況によっては内容
等変更になる場合もあります。

日　時　6月 23 日（木）午前 10 時から 12 時まで（各相談 1人 30 分 4 名まで）
内　容 　電話による「法律相談（弁護士）」と「くらし相談（社会福祉士）」、相談は無料ですが、事前

予約が必要となります。詳しくは後日、ぴーちゃんねっとやチラシを通じてお知らせします。
　　　　第 2回総合相談会は 10 月 1 日（土）を予定しています。
【問合せ先】　地域福祉課　TEL　31-1065

　町社協では、町民の皆さんから寄せられた「赤
い羽根共同募金」を財源とし、町内のスポーツ
少年団等へ活動助成を行うため、希望する団体
を募集します。
1　助成対象となる団体
　　町内に拠点を置くスポーツ少年団等
2　助成金額
　　1団体につき 1万円を上限とします
3　募集団体数
　　5団体程度
4　助成対象となる活動、費用
（1）活動期間
　　令和 4年 8月 1日～令和 5年 3月 31 日まで
（2）活動内容
　 　団体活動の活性化につながる活動を対象と
します。
5　申請内容
（1）申請書類
　①所定の申請書
　②団体名義口座の通帳
　③団体の令和 4年度活動計画書・収支予算書
（2）申請方法
　 　町社協に申請書を持参し、書類をご提出く
ださい。
6　受付期間と決定時期
（1）受付開始日   6 月 1 日（水）
（2）応募締切日   7 月 29 日（金）
（3）助成決定時期  8 月下旬
7　選考・助成
（1）助成決定及び助成金の交付
　 　町社協において審査を行い、各申請団体に
通知します。

【問合せ先】　地域福祉課　TEL　22-3400

　「ボランティア活動保険」は、ボランティア活
動中にボランティア自身がケガをした場合、他
人にケガをさせたり、他人の物を壊したりして
しまった場合に補償する保険です。
　今年度活動を予定している方は早めの加入を
おすすめします。
1　対象者　 　ボランティア活動をしている団

体・個人
2　保険料（1名あたり）
　（1）基本プラン　350 円
　（2）天災・地震補償プラン　500 円
　（3）特定感染症重点プラン　550 円
3　補償期間
　（1 ）加入申込み手続き完了の翌日から翌年の 3
月 31 日まで

【問合せ先】　地域福祉課　TEL　22-3400

令和 4年度総合相談会を開催します令和 4年度総合相談会を開催します

令和 4年度岩泉町スポーツ少年団等令和 4年度岩泉町スポーツ少年団等
活動応援助成について活動応援助成について

令和 4年度ボランティア活動保険のご案内令和 4年度ボランティア活動保険のご案内

おまたせしました
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社会福祉法人 岩泉町社会福祉協議会

〒 027-0501　岩泉町岩泉字森の越 4番地 14（ふれあい交流福祉館内）

TEL　0194‒22‒3400　FAX　0194‒31‒1033

居宅介護支援( ) TEL 22-2431
訪問介護( )、訪問入浴 TEL 22-3318
岩泉通所( 苑) TEL 22-5632
小川通所( ) TEL 39-1015
大川通所( ) TEL 26-2007

里 TEL 31-1234
 TEL 22-2221
放課後児童  TEL 22-2860

放課後児童  TEL 28-2777
心配 相談所 TEL 31-1065
URL　　http://iwaizumi-shakyo.or.jp
E-mail　info@iwaizumi-shakyo.or.jp

新 採 用 職 員 の 紹 介

〇主な仕事
　子どもたちの生活の場を
見守り、育むための支援を
行っています。
〇やりがい
　みんなが笑顔で話しかけてくれたり、成長し
ていることを日々感じられるところがうれしい
です。
〇ひと言
　まだ不慣れではありますが、家族の方が安心
して預けられるような居場所づくりができるよ
うに頑張りたいです。

〇主な仕事
　利用者の皆さんが安全に
楽しく利用できるように送迎
や入浴などの介助や援助を
担当しています。
〇やりがい
　皆さんのやさしい笑顔を見られることにやり
がいを感じています。
〇ひと言
　これからもっと「話しやすい、親しみやすい」
と思ってもらえるよう勉強していきたいです。

所　属　 地域福祉課　いわいずみ放課後児童ク
ラブ　臨時児童支援員

北
きたまた

俣　麻
ま み

美

所　属　通所介護事業　小川通所事業所
　　　　臨時介護員

菊
きく

池
ち

　優
ゆ み

美

月　日 行事名

6 月 2日（木） 第 1回町社協理事会

6月 20日（月） 第 1回町社協評議員会

7月 9日（土） 第 2回町民福祉まつり

８月 24日（水） 第 2回町社協監事会

※日程が変更になる場合があります

い わ い ず み 福 祉 カ レ ン ダ ー

町社協の事業について、随時ホームページで
更新しています。ご確認ください。

お知らせお知らせ

岩泉町社協 検索

お気軽にアクセスをお願いします

ご寄附ありがとうございました
 寄附物品 　町の福祉に活用させていただきます
株式会社 JEC プリンス 21　  様（岩泉）　　　お菓子（放課後児童クラブへ）
岩泉町立大川小学校　　様（大川）　　　　　 閉校記念誌等（大川デイサービス）
匿名（岩泉）　　　　　　　　　　　　　　　 ぬいぐるみ（岩泉デイサービス）  


